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Fisher’s Exact Test 
 
２×２のクロス表の形式で得られたデータ 

表１ データの形式 
A B 
C D 

 
に対して、統計量 T を表２のセルの値とする。 

表２ 統計量 T 
T ＊ 
＊ ＊ 

 
 ｐ値を Conover (1999)に従って、以下のように求める。 
 
Lower-tailed test に対するｐ値 

( ) ( )ATPtailedlowerp ≤=−  
 
Upper-tailed test に対するｐ値 

( ) ( )ATPtailedupperp ≥=−  
 
Two-tailed test に対するｐ値 

( ) ( ) ( ){ }tailedupperptailedlowerptailedtwop −−×=− ,min2  
 
 ｐ値が有意水準α以下であれば、分布に違いがないという帰無仮説は棄却される。 
 
 プログラムを起動すると図１のフォームが表示される。 

 
図１ 
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表１のデータを A の値は「A=」の右隣に、B の値は「B=」の右隣にというように値を設定

してから「Calc」ボタンをクリックすると図にように３つのｐ値が算出され表示される。 

 
図２ 
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